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嶋

崎
　
　
隆

　
従
来
、
数
多
く
の
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
・
弁
証
法
の
注
釈
書
、
一
般
的
研

究
書
が
書
か
れ
た
し
、
ま
た
最
近
そ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
本
書

を
と
り
上
げ
る
理
由
は
、
そ
の
な
か
で
も
こ
の
著
作
が
も
っ
と
も
注
目
す

ぺ
き
も
の
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
難
解
を
も
っ
て
知
ら

れ
る
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
展
開
を
厳
密
に
、
し
か
も
き
わ
め
て
簡
潔
に
説
明

し
て
い
る
点
で
、
本
書
は
す
ぐ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
本
書
は
、
マ
ル
ク

ス
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
等
の
研
究
を
通
じ
て
政
治
的
・
社
会
的
問
題

に
深
い
関
心
を
よ
せ
て
い
る
点
で
も
、
へ
ー
ゲ
ル
を
い
か
に
読
む
か
に

つ
い
て
注
目
す
ぺ
き
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
著
者
ヒ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ィ
ン

ク
ー
ア
イ
テ
ル
は
、
西
独
の
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
お
よ

び
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
哲
学
、
ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
学
、
英
語
英
文
学
お

よ
ぴ
社
会
学
を
研
究
し
て
き
て
お
り
、
現
在
、
ハ
イ
デ
ル
ペ
ル
ク
大
学
に

勤
務
し
て
い
る
。
彼
は
へ
ー
ゲ
ル
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ

（
一
∪
．
｝
實
ま
テ
）
お
よ
ぴ
ト
イ
ニ
ヅ
セ
ン
（
声
H
ぎ
冒
－
窃
昌
）
の
指
導

を
う
け
て
き
た
。

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
諸
論
（
ヨ
己
①
岸
…
o
日
）

　
A
　
無
槻
与
性
の
理
諭

　
　
否
定
の
類
型
論
と
し
て
叙
述
さ
れ
た
、
「
外
的
偶
然
」
の
論
理
学
と

　
　
し
て
の
有
の
論
理
学

　
B
　
威
カ
（
峯
竃
窯
）
の
理
論

　
　
「
内
的
偶
然
」
の
論
理
学
と
し
て
の
本
質
の
論
理
学

　
C
　
論
理
外
的
論
述
（
■
o
o
q
寿
婁
ざ
；
o
冒
冬
胃
器
）

　
D
　
暴
カ
（
Ω
o
峯
巴
甘
）
の
理
諭

　
本
質
論
理
学
の
終
局
と
概
念
の
導
出
　
自
由
の
発
生

E
　
自
由
論
の
輪
郭

　
概
念
の
論
理
学

「
緒
論
」
で
は
著
者
の
立
場
、

方
法
論
お
よ
ぴ
展
望
に
つ
い
て
述
ぺ
ら
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れ
る
。
A
は
有
論
、
B
と
D
は
本
質
論
、
E
は
概
念
論
に
各
々
、
対
応
す

る
。
そ
し
て
有
論
に
五
〇
頁
、
本
質
論
に
九
〇
頁
、
概
念
論
に
三
〇
頁
が

さ
か
れ
て
お
り
、
本
質
諭
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
本
質
論
の

叙
述
の
大
部
分
は
反
省
（
肉
o
鶉
色
冒
）
・
反
省
諸
規
定
論
に
か
ん
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
有
論
、
概
念
論
の
叙
述
に
対
し
て
も
カ
は
抜
か
れ

て
い
な
い
。
E
で
は
、
「
心
理
テ
ス
ト
」
に
簡
単
に
触
れ
た
あ
と
、
『
資
本

論
』
等
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
と
論
理
学
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
ら

れ
て
お
り
、
こ
こ
も
興
味
深
い
箇
所
で
あ
る
。

n

　
こ
こ
で
は
お
も
に
、
著
者
の
政
治
的
立
場
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
に
対
す

る
方
法
等
に
つ
い
て
論
ず
る
。
著
者
は
「
序
言
（
く
O
；
O
津
）
」
で
従
来

の
へ
ー
ゲ
ル
研
究
の
態
度
を
以
下
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

　
「
こ
の
よ
う
に
し
て
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
は
、
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
の
同
一
性

を
失
う
の
で
な
い
か
と
い
う
眩
惑
と
不
安
の
た
め
に
『
内
的
な
も
の
』
の

絶
対
化
を
通
じ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
あ
る
い
は
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
勢
カ

圏
内
で
自
己
を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
無
知
も
し
く
は
不
安
の
た
め

に
『
外
的
な
も
の
』
の
絶
対
化
を
通
じ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
」
（
ω
．
N
）

　
へ
ー
ゲ
ル
に
ま
と
も
に
と
り
組
ん
だ
者
な
ら
ぱ
、
こ
の
発
言
の
深
刻
さ

が
実
感
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
価
値
を
理
解

す
る
に
は
そ
れ
に
徹
底
し
て
内
在
す
る
ほ
か
は
な
い
け
れ
ど
も
、
た
ん
に

内
在
し
へ
ー
ゲ
ル
と
合
体
し
て
い
る
だ
け
で
は
彼
の
思
想
を
現
在
に
生
か

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
、
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
魔
カ
と
恩
弁
を
危
険

視
し
て
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
と
思
想
に
踏
み
こ
ま
な
い
な
ら
ぱ
、
も
と
よ
り

そ
れ
の
価
値
は
理
解
し
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ド
ヅ
ク
ス
は
駿
誉
褒

販
の
激
し
い
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
対
し
て
も
っ
と
も
よ
く
妥
当
す
る
。
そ
れ

で
は
著
者
は
ど
の
よ
う
に
へ
ー
ゲ
ル
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
。
著
者
は
、

一
方
で
は
、
「
論
理
内
的
（
－
O
O
q
宇
ぎ
ま
冒
）
」
・
「
体
系
内
的
（
㎜
｝
叩
計
。
目
巨
．

ま
昌
）
」
立
場
か
ら
徹
底
的
に
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
展
開
を
探
求
し
再
構
成

し
よ
う
と
し
、
他
方
で
は
、
「
論
理
外
的
（
一
〇
阻
片
－
異
註
昌
）
」
・
「
体
系
外

的
（
蜆
苫
↓
O
冒
異
註
冒
）
」
立
場
か
ら
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
を
実
践
的
社
会
理

論
と
し
て
読
み
こ
も
う
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
う
え
で
、
両
側
面
の
内
的

結
合
を
は
か
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
さ
い
、
前
者
の
側
面
は
解
釈

学
的
立
場
か
ら
行
な
わ
れ
、
後
者
の
側
面
は
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
と

密
接
に
連
関
さ
せ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
さ
て
、
「
論
理
外
的
」
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
歴
史
的
視
点
」
（
ω
・
旨
・
）
お

よ
ぴ
「
体
系
的
視
点
」
（
ω
。
－
苗
。
）
か
ら
行
な
わ
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て

言
え
ぱ
、
著
者
の
政
治
的
関
心
は
き
わ
め
て
高
い
。
著
者
は
結
局
、
　
「
マ

ル
ク
ス
ー
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
正
統
派
」
（
ソ
連
）
と
「
西
欧
共
産
党
の
修

正
主
義
」
を
と
も
に
批
判
し
、
ル
カ
ー
チ
（
ρ
■
自
霊
畠
）
、
コ
ル
シ
ュ

（
内
■
内
o
鶉
島
）
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
（
旨
。
呂
o
H
夢
o
ぎ
胃
）
ら
の
「
批
判

的
マ
ル
ク
ス
主
義
」
に
共
感
を
寄
せ
る
。
そ
し
て
「
批
判
的
マ
ル
ク
ス
主

義
」
は
、
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
理
論
を
再
生
さ
せ
る
と
い

う
意
味
で
、
哲
学
的
に
は
「
へ
ー
ゲ
ル
・
マ
ル
ク
ス
主
義
（
串
晶
9
昌
胃
．

券
冒
豪
）
」
だ
と
説
か
れ
る
。
「
体
系
的
視
点
」
に
つ
い
て
；
一
口
す
れ
ぱ
、

著
者
は
、
へ
ー
ゲ
ル
的
意
味
の
「
概
念
」
と
は
「
間
主
体
性
（
H
津
實
彗
げ
．

盲
奉
ま
↓
讐
）
」
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
へ
ー
ゲ
ル
の
思
弁
的
弁
証
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法
を
「
間
主
体
的
関
係
の
論
理
学
」
と
し
て
読
も
う
と
す
る
。
そ
し
て
こ

れ
を
「
社
会
経
済
的
事
象
関
係
の
論
理
学
」
の
根
底
に
お
こ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。

　
「
論
理
内
的
」
ア
プ
回
ー
チ
で
は
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
が
ω
記
氷
的
理

論
か
、
ω
構
成
的
理
論
か
、
㈹
意
味
論
的
理
論
か
、
ω
レ
ト
リ
ヅ
ク
の
理

論
か
、
等
さ
ま
ざ
ま
の
間
題
設
定
を
し
な
が
ら
、
自
ら
の
立
場
を
決
定
し

て
い
く
。
著
者
に
よ
れ
ぱ
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
は
閉
じ
た
意
昧
論
、
そ
れ

も
内
包
的
意
味
論
－
言
葉
の
言
語
内
的
意
味
を
分
析
す
る
－
の
枠
内

に
お
け
る
構
成
的
理
論
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
衝
突
（
矛
盾
）
の
内
的
克
服

に
よ
っ
て
意
味
体
系
が
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
（
o
o
・
昌
）
。

　
著
者
は
「
批
判
的
マ
ル
ク
ス
主
義
」
を
哲
学
的
に
は
「
へ
ー
ゲ
ル
・
マ

ル
ク
ス
主
義
」
と
規
定
し
た
が
、
従
来
、
へ
ー
ゲ
ル
・
マ
ル
ク
ス
関
係
は

大
き
な
間
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
本
書
の
問
題
意
識
は
、
「
へ
ー

ゲ
ル
理
論
と
マ
ル
ク
ス
理
論
の
境
界
を
の
り
こ
え
る
、
『
間
主
体
的
関
係

の
論
理
学
』
と
い
う
間
題
連
続
」
（
ω
L
鼻
H
S
）
の
探
求
に
あ
る
。
こ

の
間
題
意
識
が
欠
け
る
と
、
へ
ー
ゲ
ル
理
諭
と
マ
ル
ク
ス
理
論
が
分
断
さ

れ
、
た
ん
に
一
方
の
他
方
へ
の
「
適
用
」
あ
る
い
は
マ
ル
久
ス
に
よ
る
へ

ー
ゲ
ル
の
「
転
倒
（
C
昌
県
巳
勺
冒
o
目
）
」
が
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
こ

れ
は
「
マ
ル
ク
ス
．
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
正
統
派
」
へ
の
批
判
で
あ
る
）
。

■
へ
r
ゲ
ル
哲
学
が
自
然
と
社
会
の
統
一
体
を
嚇
螂
ピ
し
て
主
体
－
客
体

の
動
的
関
係
を
体
系
的
に
探
求
す
る
以
上
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
を
「
間
主

体
的
関
係
の
論
理
学
」
と
読
む
こ
と
は
有
意
味
で
あ
る
。
だ
が
・
議
論
を

先
ど
り
す
る
と
、
「
論
理
外
的
」
泣
場
と
「
論
理
内
的
」
立
場
の
内
的
統

一
を
説
く
著
者
の
方
法
は
、
解
釈
挙
的
立
場
と
実
践
的
社
会
理
論
を
外
帥

、

に
並
置
す
る
感
を
免
れ
え
な
い
し
、
さ
ら
に
ま
た
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
を

現
代
的
立
場
か
ら
、
そ
れ
が
記
述
理
論
か
、
構
成
理
論
か
と
、
あ
る
い
は

そ
れ
が
存
在
論
か
、
一
種
の
形
式
論
理
学
か
、
超
越
論
的
論
理
学
か
、
等

（
ω
、
8
）
と
間
う
こ
と
は
、
そ
の
問
魍
設
定
自
体
が
無
理
だ
と
い
う
気
が

す
る
。
と
い
う
の
は
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
は
存
在
論
的
側
面
と
思
惟
法
則

　
　
　
　
、
　
　
　
、

的
側
面
の
統
一
な
の
で
あ
り
、
形
式
諭
理
学
、
超
越
論
的
論
理
学
、
弁
証

法
的
論
理
学
相
互
の
歴
史
的
発
展
関
係
も
ま
た
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

の
で
、
単
純
な
二
者
択
一
が
妥
当
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、

へ
ー
ゲ
ル
と
マ
ル
ク
ス
の
「
間
題
連
続
」
を
洞
察
す
る
こ
と
は
重
要
で
は

あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
へ
ー
ゲ
ル
が
観
念
論
に
よ
っ
て
の
み
現
実
認
識
を

遂
行
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
し
、
マ
ル
ク
ス
の
継
承
は
観
念
論
か
ら
唯

物
論
へ
の
弁
証
法
的
転
化
を
伴
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
考
察

の
対
象
に
入
れ
な
け
れ
ぱ
、
一
面
的
・
抽
象
的
な
認
識
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
著
者
の
考
察
に
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
点

が
あ
る
。
こ
れ
を
以
下
に
み
よ
う
。

皿

　
「
間
主
体
的
関
係
の
論
理
学
」
と
規
定
さ
れ
た
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
に
つ

い
て
よ
り
具
体
的
に
考
察
す
る
。
著
者
は
「
間
主
体
性
（
－
津
雪
彗
亙
算
－

饒
く
岸
津
）
」
の
も
と
で
、
一
方
で
は
、
一
者
が
他
者
と
結
ぷ
私
的
な
関
係

を
理
解
し
、
他
方
で
は
、
社
会
的
諸
グ
ル
ー
プ
・
諸
階
級
間
の
関
係
を
理

解
し
て
い
る
（
ω
．
－
寒
）
。
そ
し
て
「
間
主
体
的
関
係
の
論
理
学
」
の
も

と
で
、
話
し
認
識
し
行
動
す
る
主
体
が
相
互
に
結
ぴ
合
う
諸
関
係
の
知
的

性
格
の
分
析
が
理
解
さ
れ
る
（
巨
旦
・
）
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
H
津
g
彗
甲
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盲
ζ
；
蓮
一
と
言
え
ぱ
、
フ
ヅ
サ
ー
ル
（
目
・
曽
冨
器
、
－
）
を
想
起
す
る
が
、

著
者
の
い
う
旨
亘
o
ζ
、
と
は
、
「
人
間
と
は
社
会
的
諸
関
係
の
総
体
で
あ

る
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
テ
ー
ぜ
に
お
け
る
「
人
間
」
に
近
い
の
で
、
「
間

主
体
性
」
と
訳
し
た
の
で
あ
る
（
著
者
は
フ
ヅ
サ
ー
ル
に
は
ほ
と
ん
ど
触

れ
て
い
な
い
）
。

　
そ
れ
で
は
、
著
者
は
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
展
開
（
有
・
本
質
・
概
念
）

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
よ
う
と
す
る
の
か
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
大
論
理
学
は
「
客
観
的
論
理
学
」
（
有
論
．
本
質
諭
）

と
「
主
観
的
論
理
学
」
（
概
念
論
）
に
区
分
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ぱ
、

「
客
観
的
論
理
学
」
は
「
た
ん
に
存
在
の
論
理
学
、
物
的
関
係
様
式
の
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、

理
学
で
は
な
く
て
、
ま
た
（
主
体
性
の
）
物
－
化
の
論
理
学
（
色
鶉

H
O
O
q
岸
く
昌
く
彗
－
邑
品
旨
O
プ
自
畠
）
」
（
ω
■
－
言
）
と
解
さ
れ
、
そ
の
物
化

の
状
態
を
克
服
し
た
「
主
観
的
論
理
学
」
は
「
自
由
論
」
と
解
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
有
論
は
「
無
関
与
性
の
理
論
（
H
幕
o
ま
ま
H
9
。
一
。
冨
昌
碁
斥
。
6
」
、

「
外
的
偶
然
の
論
理
学
（
■
o
o
官
寿
暫
黒
篶
・
内
昌
ま
嘉
彗
・
）
」
と
規
定
さ

れ
、
そ
こ
で
は
外
的
反
省
に
よ
っ
て
「
無
限
背
進
（
ま
、
ぎ
ま
ま
雰
o
q
．

H
9
）
」
が
生
す
る
。
我
々
は
こ
こ
で
、
「
或
る
も
の
」
が
「
他
の
も
の
」
か

ら
の
関
与
（
関
係
）
な
し
に
存
立
し
て
お
り
、
「
或
名
も
の
」
は
偶
然
的

に
「
他
の
も
の
」
に
秒
仔
す
る
だ
け
に
す
ぎ
ず
、
．
ま
た
こ
の
事
態
が
有
限

者
と
無
限
者
の
「
無
限
累
進
」
に
展
開
す
る
、
と
い
っ
た
有
諭
の
基
本
認

識
を
想
起
で
き
る
。
本
質
論
は
「
内
的
偶
然
の
論
理
挙
（
5
o
・
－
＝
、
旨
o
、
。
、

、
肉
昌
庄
虞
O
冒
）
」
と
規
定
さ
れ
、
一
般
に
「
非
対
称
（
＞
章
冒
冒
O
ま
O
）
」

　
と
い
う
不
十
分
性
を
含
み
、
「
反
省
の
循
環
（
N
オ
雰
－
旨
『
射
。
｛
。
吐
。
目
）
」

と
い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
に
陥
る
。
本
質
論
で
は
、
「
無
限
背
進
」
は
や
む
け

れ
ど
も
、
そ
の
代
り
に
こ
の
矛
盾
を
内
部
に
抱
え
こ
む
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
は
「
本
質
関
係
の
杵
附
緊
張
」
（
ω
」
胃
）
と
し
て
現
わ
れ
る
。
「
反
省
」

に
お
け
る
デ
ィ
レ
ン
マ
・
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
「
反
省
の
他
者
が
反
省
自

身
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
反
省
は
自
己
を
そ
の
規
定
性
に
お
い
て
循
環
的
に
前

提
す
る
」
（
ω
．
害
）
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
本
質
論
の
不
十
分
性
は
さ
ら

に
・
「
実
体
」
章
に
叙
け
る
「
威
カ
（
旨
暮
葦
）
」
と
「
因
果
性
」
章
に
お
け

る
「
暴
カ
（
Ω
婁
筆
）
」
の
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。
「
間
主
体
的
関
係
の

論
理
学
」
と
し
て
の
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
で
は
、
以
上
の
「
客
観
的
論
理

学
」
は
人
附
社
会
の
疎
外
さ
れ
た
状
態
の
叙
述
で
あ
り
、
こ
の
暴
力
的
必

然
性
を
克
服
し
自
由
を
か
ち
と
る
の
が
概
念
論
の
段
階
で
あ
る
。
概
念
論

で
は
「
対
称
（
身
昌
昌
o
ま
o
）
」
が
回
復
さ
れ
、
相
互
承
認
状
態
が
完
成

さ
れ
る
の
で
あ
る
o

　
へ
ー
ゲ
ル
自
身
は
た
と
え
ぱ
、
有
論
を
「
外
的
偶
然
の
論
理
学
」
、
本

質
論
を
「
内
的
偶
然
の
論
理
学
」
と
一
般
的
に
は
規
定
し
て
は
い
な
い
け

れ
ど
も
・
以
上
の
著
者
の
把
握
は
へ
ー
ゲ
ル
に
即
し
て
い
る
と
言
え
よ
う

ま
た
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
客
観
的
論
理
学
」
と
「
主
観
的
論
理

学
」
の
区
分
が
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、

小
論
理
学
で
は
こ
の
区
分
が
捨
て
ら
れ
て
、
た
ん
に
有
．
本
質
．
概
念
の

三
区
分
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
w

解
釈
学
的
立
場
か
ら
の
「
論
理
内
的
」
な
展
開
に
お
け
る
最
大
の
特
徴

は
・
難
解
で
錯
綜
し
た
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
を
き
わ
め
て
簡
潔
に
定
式
化
し
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て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
哲
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
へ
ー
ゲ
ル
研
究
書
を

読
ん
で
し
ぱ
し
ぱ
感
ず
る
こ
と
は
、
研
究
者
松
へ
ー
ゲ
ル
自
身
と
同
じ
言

葉
と
ス
タ
イ
ル
で
表
現
す
る
の
で
1
時
と
し
て
へ
ー
ゲ
ル
の
引
用
で
例

と
な
く
説
明
に
代
え
ら
れ
た
り
す
る
－
1
・
結
果
と
し
て
へ
ー
ゲ
ル
の
理
・

解
が
あ
ま
り
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
の
場
合
、

へ
ー
ゲ
ル
に
か
な
り
内
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
欠

陥
が
十
分
に
克
服
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
著
者
の
使
う
手
法
の

一
つ
は
、
論
理
展
開
を
簡
潔
に
図
式
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

へ
i
ゲ
ル
が
同
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
概
念
に
数
種
の
意
味
を
も
た
せ
て
い

る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
、
ユ
、
2
，
3
、
…
…
と
「
指
標
」
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
下
、
大
論
理
学
目
目
頭
の
「
有
（
ω
9
目
）
」
と
「
無
（
；
O
享
岨
）
」
の
弁

証
法
を
例
に
と
ろ
う
（
ω
．
ま
－
ふ
o
）
。

　
に
　
「
純
粋
有
と
純
粋
無
は
同
一
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
吻
“
』
く

　
2
　
「
だ
が
同
様
に
、
両
者
は
絶
対
的
に
区
別
さ
か
て
い
る
。
」

　
　
　
　
　
的
朴
ミ

　
3
　
「
成
（
ξ
o
己
昌
）
は
、
有
と
無
が
同
一
で
あ
り
、
か
つ
同
一
で
な

　
　
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
（
吻
1
1
宅
）
”
（
防
十
ミ
）

　
　
　
㈹
の
段
階
で
決
定
的
な
「
意
味
転
偉
（
黒
ま
巨
昌
O
官
署
O
冨
O
巨
O
㌣

　
　
げ
…
o
目
）
」
が
あ
る
。
有
と
無
は
も
は
や
直
接
に
存
在
す
る
も
の
で
な

　
　
く
、
成
も
諸
関
係
の
関
係
で
あ
る
。

〕4（〕5－
　
　
（
吻
1
1
宍
）
¶
（
吻
十
暑
）

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
吻
　
皿
　
暑

　
有
と
は
無
へ
の
移
行
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
消
失
（
く
彗
O
q
曾
彗
）
」

が
お
こ
り
、
ま
た
無
と
は
有
へ
の
移
行
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
発
生

（
b
目
汰
｛
亭
O
目
）
」
が
あ
る
O

　
　
　
只
吻
↓
ミ
）
↓
暑
（
ミ
↓
畠
↓

　
有
は
無
へ
移
行
す
る
が
、
無
は
有
へ
移
行
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
有
は
自
己
に
合
致
す
る
。
同
様
に
し
て
、
無
も
有
を
へ
て
白
己

に
合
致
す
る
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
÷
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
÷

吻
（
吻
↓
宅
）
↓
暑
（
ミ
↓
吻
）
　
宍
（
暑
↓
畠
↓
只
吻
↓
≧
）

↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
吻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯

　
以
上
は
著
者
の
説
明
の
骨
子
を
と
り
出
し
た
だ
け
で
あ
り
、
さ
ら
に
詳

し
い
注
釈
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
図
式
的
説
明
は
直
観
的
明
瞭
性

と
い
う
点
で
利
点
を
も
っ
て
い
る
（
も
っ
と
も
論
理
的
厳
密
性
に
代
替
は

で
き
な
い
け
れ
ど
も
）
。

　
著
者
は
「
指
標
」
を
も
多
用
す
る
。
た
と
え
ぱ
、
「
他
者
．
（
O
鶉
＞
昌
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

ま
富
）
」
に
つ
い
て
三
種
を
区
別
し
て
い
る
。
「
他
者
」
は
「
本
質
が
内
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呈

し
て
い
る
と
こ
ろ
の
他
者
」
（
ω
・
O
。
ひ
）
で
あ
り
、
「
他
者
」
は
「
自
己

で
あ
る
も
の
と
し
て
の
そ
れ
へ
と
関
係
す
る
と
こ
．
ろ
の
他
者
」
（
；
旦
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
他
者
」
は
、
主
体
の
外
に
ま
っ
た
く
自
立

的
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
の
他
者
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
主
体
の
自
己

関
係
の
枠
外
に
あ
る
他
者
で
あ
る
。
勿
論
、
著
者
は
、
以
上
の
三
種
の
他
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者
を
ぱ
ら
ぱ
ら
に
提
示
し
た
の
で
は
な
く
て
、
三
者
の
間
に
密
接
な
連
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工

と
「
意
味
転
位
」
を
考
え
て
お
り
、
「
他
者
」
も
緒
局
、
「
他
者
」
か
ら
生

じ
た
と
主
張
す
る
。
著
者
は
、
三
種
の
「
他
者
」
お
よ
ぴ
二
種
の
「
自
己

関
係
」
を
使
用
し
、
か
な
り
の
程
度
、
難
解
な
「
反
省
」
の
論
理
を
再
現

す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
手
法
に
基
く
著
者
の
解
釈
は
、
「
有
・
無
・
成
」
、
「
反
省
」
、

「
仮
象
（
ω
旨
9
目
）
」
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
「
反
省
諸
規
定
」
、
「
否
定
」
、

「
因
果
性
」
、
「
概
念
」
等
の
分
析
に
駆
使
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
興
味

深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
た
と
え
ぱ
、
「
矛
盾
」
を
五
種
に
区
別

し
た
箇
所
（
ω
・
畠
N
）
も
簡
潔
で
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
概
念
諭
の
叙

述
に
お
い
て
、
「
二
重
の
否
定
」
を
本
質
論
に
、
「
三
重
の
否
定
」
を
概
念

論
に
対
応
さ
せ
る
の
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
興
味
深
い
が
、
へ
ー
ゲ
ル

は
あ
く
ま
で
も
本
質
論
に
「
第
一
の
否
定
」
、
概
念
諭
に
「
第
二
の
否
定
」
。

「
否
定
の
否
定
」
を
対
応
さ
せ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
解
釈
と
い
う
よ
り

　
、も
改
釈
で
あ
ろ
う
。

　
「
論
理
内
的
」
立
場
か
ら
の
著
者
の
解
釈
は
、
か
な
り
適
格
に
へ
ー
ゲ

ル
の
論
理
を
と
り
出
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
解
釈

の
水
準
を
一
挙
に
高
め
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者
の
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡

で
あ
る
ヘ
ン
リ
ヅ
ヒ
も
「
反
省
」
に
つ
い
て
詳
論
し
て
い
る
が
、
的
は
ず

れ
な
点
が
多
く
、
著
者
の
理
解
は
ヘ
ン
リ
ヅ
ヒ
を
は
る
か
に
抜
い
て
い
る
。

以
下
、
著
者
の
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
批
判
を
二
点
に
わ
た
り
扱
い
た
い
。

　
著
者
は
「
本
質
」
に
つ
い
て
論
じ
た
箇
所
で
ヘ
ン
リ
ヅ
ヒ
を
批
判
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

い
る
（
ω
・
8
α
）
。
ヘ
ン
リ
ヅ
ヒ
は
、
「
直
接
性
」
（
有
論
の
直
接
性
）
と

　
　
　
2

「
直
接
性
」
（
本
質
論
の
直
接
性
）
を
区
別
し
、
後
者
は
前
者
か
ら
の
「
意

味
転
位
」
に
よ
り
生
じ
た
、
と
主
張
す
る
（
彼
は
い
く
つ
か
の
論
文
で
こ

の
よ
う
に
「
指
標
」
を
使
用
し
た
り
図
式
化
し
て
い
る
の
で
、
著
者
は
こ

の
点
で
彼
か
ら
影
響
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
）
こ
れ
に
対
し
て
、

著
者
は
、
ヘ
ン
リ
ヅ
ヒ
が
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
の
意
味
を
誤
解
し
て
い
る
と

批
判
す
る
。
ヘ
ン
リ
ヅ
ヒ
は
有
論
と
本
質
論
を
何
か
独
立
の
二
つ
の
論
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

学
の
よ
う
に
外
的
に
区
別
し
た
う
え
で
「
直
接
性
」
か
ら
「
直
接
性
」
へ

の
「
意
味
転
位
」
を
語
る
わ
け
だ
が
、
著
者
は
、
商
方
の
「
直
接
性
」
を

論
理
学
全
体
の
な
か
で
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
両
者
は
と
も

に
根
本
的
に
「
自
己
関
係
（
｝
9
－
臣
昌
O
q
昌
h
乳
序
）
」
と
し
て
捉
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

れ
る
べ
き
だ
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
「
直
接
性
」
は
「
直
接
性
」
と

の
連
関
に
お
い
て
は
じ
め
て
（
相
対
的
に
）
自
立
し
た
意
味
を
も
つ
と
指

摘
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
有
論
の
直
接
性
は
、
本
質
論
か
ら
は
、
本
質
に

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

媒
介
さ
れ
た
現
象
と
し
て
の
直
接
性
と
捉
え
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
批
判
は
正
し
い
と
言
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
著
者
は
「
概
念
の
論
理
構
造
」
に
関
連
し
て
、
論
文
「
へ
ー
ゲ

ル
の
反
省
の
諭
理
」
全
体
に
み
ら
れ
る
ヘ
ン
リ
ヅ
ヒ
の
へ
ー
ゲ
ル
論
理
挙

観
を
批
判
す
る
（
ω
・
豊
o
）
。
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
は
「
反
省
」
を
へ
ー
ゲ
ル
論
理

学
の
中
心
に
す
え
る
。
し
か
し
著
者
は
、
「
反
省
」
と
し
て
の
本
質
で
は

へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
統
合
の
中
心
が
い
ま
だ
問
題
に
な
ら
ず
、
概
念
論
が

へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
中
心
だ
、
と
主
張
す
る
。
ヘ
ン
リ
ヅ
ヒ
は
、
概
念
論

に
み
ら
れ
る
発
展
の
論
理
を
捨
象
し
、
「
『
概
念
』
の
三
重
の
自
己
規
定
的

否
定
」
を
考
慮
に
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
著
者
の
主
張
に
賛
成
し

た
い
。
著
者
自
身
も
「
反
省
」
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
の
だ
が
、
へ

ー
ゲ
ル
論
理
学
の
展
開
の
な
か
で
の
最
高
の
立
場
は
や
は
り
概
念
論
な
の
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で
あ
る
。
概
念
論
で
は
じ
め
て
「
発
展
」
が
と
り
扱
わ
れ
、
白
由
が
論
ぜ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
＊
　
＜
o
目
－
・
U
・
向
o
自
ユ
o
ダ
宙
晶
巴
㎝
■
o
σ
目
寿
旦
胃
射
監
価
辻
o
p
｛
『

　
　
　
■
o
o
膏
巴
－
ω
ヰ
自
a
o
目
、
籟
o
旨
艮
ヰ
H
o
〇
一
－
0
N
o
o
．

V

　
本
書
の
C
「
論
理
外
的
論
述
」
で
は
、
お
も
に
『
資
本
論
』
と
へ
ー
ゲ

ル
論
理
学
の
関
係
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
へ
ー
ゲ
ル
論
理
単
を
「
社
会
倫
理

学
」
と
し
て
読
む
と
い
う
著
者
の
立
場
が
本
章
に
集
中
的
に
現
わ
れ
て
い

る
。
上
述
の
よ
う
に
、
著
者
は
へ
ー
ゲ
ル
と
マ
ル
ク
ス
を
貫
く
「
『
間
主

体
的
関
係
の
論
理
学
』
と
い
う
間
題
連
続
」
を
重
視
し
た
。
こ
の
視
点
か

ら
、
「
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
批
判
は
二
重
の
、
交
互
的

な
制
約
関
係
に
立
つ
」
（
ω
．
－
8
）
と
主
張
さ
れ
る
。
第
一
に
、
へ
ー

ゲ
ル
論
理
学
は
マ
ル
ク
ス
経
済
学
批
判
に
対
す
る
「
規
範
的
前
提
（
亀
o

冒
＝
冨
ご
く
Φ
＜
O
量
冨
眈
9
・
目
轟
）
」
に
な
り
、
そ
の
さ
い
、
後
者
は
体
系

的
経
済
学
で
あ
る
と
同
時
に
既
存
の
経
済
学
的
体
系
の
批
判
で
も
あ
る
。

第
二
に
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
中
心
に
あ
る
「
転
倒
」
1
矛
盾
の
生
成

と
解
消
1
が
負
う
現
実
的
な
条
件
を
マ
ル
ク
ス
経
済
学
批
判
が
示
す
。

以
上
の
視
点
は
興
味
深
い
。
だ
が
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
を
マ
ル
ク
ス
経
済

学
批
判
か
ら
の
み
直
接
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
自
然
弁
証
法
、
思
惟

法
則
と
し
て
の
論
．
理
学
の
問
題
が
脱
落
す
る
の
で
あ
る
が
、
へ
ー
ゲ
ル
論

理
学
は
た
ん
に
経
済
学
批
判
の
論
理
以
上
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
ま
た
、
。
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
と
い
え
ど
も
、

若
き
マ
ル
ク
ス
、
見
田
石
介
氏
が
批
判
さ
れ
た
よ
う
な
不
十
分
性
1
そ

れ
は
へ
ー
ゲ
ル
の
観
念
諭
的
基
盤
と
猫
接
に
連
関
す
る
1
を
も
つ
の
だ

か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
「
規
範
的
前
捉
」
に
な
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
を

付
言
し
た
い
。

　
さ
て
著
者
は
、
へ
ー
ゲ
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
「
本
質
－
仮
象
関
係
（
考
鶉
彗
－

ω
O
冨
ま
．
射
色
印
ま
昌
）
」
に
も
注
目
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は
社
会
構
成
体
の
存

在
が
自
己
自
身
の
否
定
と
し
て
現
象
す
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
そ
の
さ
い
、

ω
仮
象
に
と
っ
て
そ
れ
と
区
別
さ
れ
る
本
質
が
根
底
に
あ
り
、
ω
本
質
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
自
己
自
身
の
反
対
と
し
て
現
象
す
る
と
い
う
、

「
二
重
の
内
包
関
係
」
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
㈹
現
象
に
対
し
て
仮
象
の

自
立
性
が
帰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
ω
・
－
3
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
著

者
は
、
「
本
質
－
仮
象
関
係
こ
そ
、
マ
ル
ク
ス
の
社
会
構
造
的
な
商
品
物

神
崇
拝
理
論
の
根
底
に
あ
る
も
の
だ
」
（
量
創
。
）
と
結
論
す
る
。
以
上
の

「
本
質
、
仮
象
」
論
に
は
賛
成
す
ぺ
き
内
容
が
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
疎
外
論
㌻

こ
の
視
点
か
ら
展
開
す
ぺ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
著
者
は
資
本
の
自
已
矛
層
的
性
楕
に
も
マ
ル
ク
ス
に
即
し
つ
つ
言
及
す

る
が
、
二
一
れ
は
す
で
に
見
田
石
介
氏
が
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
正
当

な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
『
資
本
論
』
に
即
し
て
、
資
本
が
「
過
程
の
包
括

的
主
体
」
、
「
過
程
的
実
体
」
だ
と
指
摘
さ
れ
た
あ
と
、
「
資
本
は
、
へ
ー

ゲ
ル
の
本
質
論
理
の
手
段
で
も
っ
て
思
惟
さ
れ
う
る
、
か
の
『
自
立
的
主

体
』
に
な
る
」
（
ω
．
H
雷
）
と
主
張
さ
れ
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
資
本
は
、
、

体
系
的
な
「
主
体
と
客
体
の
転
倒
」
で
あ
り
、
社
会
的
な
生
産
諸
規
定
の

物
化
で
あ
り
、
そ
し
て
生
産
の
物
質
的
基
礎
の
主
体
化
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

そ
し
て
さ
ら
に
、
資
本
は
以
下
の
矛
盾
を
は
ら
む
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

特
漱
的
な
も
の
で
あ
る
資
本
は
、
金
体
で
あ
る
価
値
形
成
的
労
働
を
自
己
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、
　
　
、

自
身
の
契
機
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
全
体
と
し
て
現
わ
す
の
で
あ

り
・
資
本
の
過
程
的
な
自
己
関
係
の
な
か
に
「
内
的
偶
然
」
の
自
已
破
壌

的
可
能
性
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
資
本
は
自
己
矛
盾
的
．

自
己
否
定
的
存
在
で
あ
り
、
逆
に
ま
た
、
資
本
化
さ
れ
た
労
働
は
欠
陥
の

あ
る
間
主
体
性
な
の
で
あ
る
。

　
「
箸
観
的
論
理
学
」
は
物
化
さ
れ
た
事
物
の
、
あ
る
い
は
疎
外
さ
れ
た

恩
考
法
に
か
ん
す
る
（
批
判
的
）
叙
述
で
あ
り
、
と
く
に
本
質
論
で
は
、

「
自
己
矛
盾
」
、
「
循
環
」
、
「
転
倒
」
等
が
テ
ー
マ
化
さ
れ
て
い
る
以
上
、

前
述
の
指
摘
は
正
当
性
を
も
㌧
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
著
者
は
へ
ー

ゲ
ル
論
理
学
と
『
資
本
諭
』
の
体
系
的
連
関
に
宣
言
及
す
る
。
著
者
は
全

体
的
に
有
論
に
単
純
商
品
生
産
を
、
本
質
論
に
資
本
制
的
生
産
を
各
々
、

対
応
さ
せ
る
。
そ
し
て
「
質
」
に
使
用
価
値
を
、
「
量
」
に
価
値
、
交
換
価

値
を
、
「
度
量
」
に
貨
幣
を
、
「
没
度
量
（
峯
葭
呂
O
晶
冨
5
」
、
「
悪
無
限
」

に
貨
幣
流
通
を
各
々
、
対
応
さ
せ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
興
味

深
い
論
点
が
あ
る
が
、
最
後
に
、
社
会
倫
理
学
の
観
点
か
ら
「
愛
と
承
認

の
相
柑
関
係
」
（
ω
．
H
彗
）
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
よ
う
。

著
者
に
よ
れ
ぱ
、
承
認
関
係
は
、
愛
に
よ
っ
て
た
ん
に
動
機
づ
け
が
与
え

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
。
と
い
う

の
は
・
愛
な
し
の
承
認
は
疎
外
の
可
能
性
を
含
ん
で
お
り
、
逆
に
承
認
な

し
の
愛
は
暴
カ
で
あ
り
、
他
者
の
統
含
性
の
段
損
で
あ
る
か
ら
。
そ
し
て
、

『
精
神
現
象
学
』
の
承
認
に
は
愛
の
契
機
が
な
く
、
こ
の
点
で
論
理
学
と

の
区
別
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
．

　
C
章
の
展
開
は
全
体
と
し
て
ス
ケ
ヅ
チ
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
き
わ
め

て
魅
力
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
論
理
外
的
」
に
へ
ー
ゲ
ル
を
分
析
す
る

と
な
れ
ぱ
、
へ
ー
ゲ
ル
自
身
の
「
実
在
哲
学
」
的
著
作
1
『
精
神
現
象

学
』
、
『
法
哲
学
』
、
『
歴
史
哲
単
』
、
「
自
然
哲
学
」
等
－
と
へ
ー
ゲ
ル
弁

証
法
と
の
関
連
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
へ
ー
ゲ
ル
を

現
代
に
生
か
す
と
な
れ
ぱ
、
た
ん
に
へ
ー
ゲ
ル
と
マ
ル
ク
ス
の
連
続
性
を

主
張
し
て
「
へ
ー
ゲ
ル
・
マ
ル
ク
ス
主
義
」
を
説
け
ぱ
す
む
も
の
で
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

現
代
科
学
の
立
場
か
ら
へ
ー
ゲ
ル
も
マ
ル
ク
ス
も
批
判
的
に
摂
取
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
＊
　
た
と
え
ぱ
、
見
田
石
介
「
へ
ー
ゲ
ル
論
理
挙
と
『
費
本
論
』
」
、

　
　
　
『
著
作
集
』
大
月
普
店
、
第
一
巻
、
一
九
七
六
年
所
収
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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